
平成 26 年 3 月 28 日開催 

支援相談員部会  総会 アンケート集計   回収 ５１名 

 

職種：支援相談員 39 名  介護支援専門員 3 名  無記名 9 名 

 

 

① 今回の研修内容について 

 

(1) 研修のテーマは興味を感じるものでしたか？ 

a) 興味がある      ４６名 

b) どちらともいえない   ５名 

c) 興味を感じない     ０名 

 

(2) 内容に対して研修時間は適切でしたか？ 

a) 長い          ３名 

b) 適切         ４７名 

c) 短い          １名 

 

(3) 研修のレベルは適切でしたか？ 

a) 高い          ８名 

b) 適切         ４３名 

c) 低い          ０名 

 

(4) 研修内容は今後の業務に生かされると思いますか？ 

a) 思う         ４４名 

b) どちらともいえない   ６名 

c) 思わない        １名 

 

(5) 今回の研修で、良かった点と悪かった点をあげてください。 

◎良かった点 

・わかりやすい言葉で大きな声での話だった。 

・現場目線でよかった。 

・聞き取りやすく分かりやすい話し方だった。 

・面と点で支える話。 



・認知症ケアについて理解できた。 

・認知症の方そのものに沿った支援と家族それぞれの支援。 

・身につまる所があり怖くなりました。 

・漠然と認知症を知っていたので、改めて考えさせてもらうようになりました。 

・認知症の方という目で見ていたと思う。 

・施設研修に来てもらいたい。 

・具体例があり理解しやすかった。 

・認知症について考えさせられた。 

・改めて認知症ケアというものを考えることができた。 

・認知症の理解。 

・人権を忘れてはいけない。 

・認知症で１番つらいのは本人。問題行動という考え方を直さないといけない。 

・認知症と一括りにしていた事がわかった点。 

・認知症という普段関わる身近なテーマだった事。 

・考えさせ、気づかされる研修だった点。 

相談員を長くしていて、現場から少し遠のいていることもあり、認知症についてまた改

めて考えさせられる機会をいただき、感謝しております。 

・今後の社会は認知症を持たれる方が益々増えていく中で、世の中全体で学んでいく必要

性を感じています。 

・認知症に対する考え方を増やす事ができた。 

・なんとなく認識していたことに対し『なぜ』『なぜ』、『考えろ』『考えろ』と揺さぶりを

かけられ刺激的だった。 

・今まで参加した研修と違い、深く考えさせられる内容でした。 

・参加して本当によかったです。 

・改めて認知症の意味、普段の接し方を考えていきたいと思います。 

・改めて相談員という役割について考えるきっかけになりました。 

・今後の対応に積極的に活かしていきたいと思います。 

・認知症への再認識、相談員としての再認識ができた。 

・和田先生のお話は２回目ですが、実践できていないことも多かったので、明日から今日

の研修を整理して自覚を持って対応していきたい。 

・全てが良かったです。実際現場で働いている先生なので、１つ１つの言葉に重みを感じ

ました。 

・認知人について“根拠”と“説明の仕方”が参考になりました。 

・認知症への自身の考え方が変わった。 

・認知専門棟での支援に生かせる内容でした。 

・具体的な例をだしてもらい、分かりやすい。具体的で分かりやすかった。 



・最後まで話にひきつけられた。 

・認知症に対する考え方を改めて考えることができました。 

・楽しく講義が聞けました。 

 

◎悪かった点 

・利用者や家族に対しての支援方法が具体的に分かればよかった。 

・もっと話を聞きたかった。 

・もう少し具体的な相談員目線の話が聞きたかったです。 

・映像を期待していたので、ちょっと残念でした。 

・あくまでも考え方 

・総会 ⇒ 研修での流れがバタついた。 

・和田先生への上手い返しができなかったことです。（←自身の悪い点？） 

 

(6) 講師の先生に一言お願いします。 

・楽しい講義をありがとうございました。 

・認知症の方も『人』という意識はありましたが、先生の言葉で本当につきつめて思えて

いたのかなと疑問に思い考えさせられました。 

・良い内容でしたが、屁理屈も多い。 

・ありがとうございました。 

・まさに『そーなんです!!』と思うことばかりで日頃の振り返りができました。しかし、職

場に戻ってから他職種にどう伝えるかが課題です。 

・先生の講演を聞いて、専門職として勤務している自分が恥ずかしく思えた。初心に戻ろ

うと思えました。施設職員全員に講義を聞いてもらいたいと思いました。 

・刺激的なお話でした。活かしていきたいと思います。 

・“人権”に対して、生活の場で支援をしている者であること、改めて考えて過ごしたいと

思いました。 

・人として当たり前のこと、感情に改めて気づきました。ありがとうございます。 

・和田先生の情熱、素晴らしい。 

・叱咤激励、ありがとうございました。給料安いけど頑張ります。 

・内容は理解できたが、誤解される事もあるのでは？ 

・テレビ等でご出演される時は知り合いから連絡いただき拝見させていただいています。 

・今後のご活躍も期待しています。 

・自分自身が本質を見失っていないか、それを全体に周知できているのか。組織として間

違ったことをしていないかを考えさせられました。 

・貴重なお話をありがとうございました。 

・相談員の視点について考えさせられました。ありがとうございました。 



・普段、意識しない事に気づかせていただきました。 

・違うテーマで、また講演を聴きたい 

・老健職員として考えさせられました。 

・ウチにきて講演して下さい。 

・個人的に相談したい。 

・とてもわかりやすく話が聞けました。ありがとうございました。 

・目指したいものが見えてきました。 

・和田先生のお話、納得させられました。認知症をくくって“人として”を見落としてい

た事を考え直さなければいけない。加害者にしない支援をするように仕事を続けていき

たい。 

・勉強になりました。 

・和田先生の話を聞いて、これまでの自分の考えが一変までいかなくとも、こんな対応を

してしまっていたな･･･ということが多々有り、考え方を見直してみようと思いました。 

 

② 研修の総合的な評価について 

 

(1) 研修に参加して良かったと思いますか？ 

a) 思う         ４５名 

b) どちらともいえない   ４名 

c) 思わない        ０名 

無記名         ２名 

 

(2) 今後もこのような研修に参加してみたいと思いますか？ 

a) 思う         ４５名 

b) どちらともいえない   ４名 

c) 思わない        ０名 

無記名         ２名 

 

③ 今後の研修に関して 

 

(1) 今後、どのような研修に参加してみたいですか？ 

 

◎参加してみたい内容 

・看取りについて、家族の支援方法。 

・在宅復帰にむけての相談員の役割。チームアプローチについて。 

・在宅復帰の取り組みについて 



・在宅看取り。 

・独居者への対応。 

・いろんな相談員が持っている、効率よく業務をこなすアイデアを共有する。 

・ターミナルケア ソーシャルワーク 

・認知症ケアについてのアプローチを知りたい。（個別に行っている事例） 

・在宅生活（介護）がしっかりできている家族について。 

・認知症について学びたい。 

・精神病院からの入所者の対応。 

・精神疾患系統 

 

◎招いて欲しい講師 

・和田行男先生 

・和田先生に今回の続きを聴きたい。 

 

(2) 執行部に対する希望、要望をあげてください。 

・お疲れ様です。頑張って下さい。 

・またよろしくお願いします。 

 

 

 

 

以上。 


